
 丹後半島では岩が浸食されてできた地形が至るところで見られます。徐福は「ハコ岩」と呼ばれるところに

漂着しました。丹後半島の先端に近い京都府与謝郡伊根町新井の海岸に「秦の始皇帝の侍臣，徐福

着岸の趾」と碑が立つ場所があります。大きな岩で囲まれた洞穴のようになった場所で，現在の海水面か

らはやや高い位置にあります。 

 

「秦の始皇帝の侍臣，徐福着岸の趾」 

 「ハコ岩」から山の斜面を登ると新井崎（にいざき）神社があります。この神社には，医薬・天文・占い・

漁業・農耕など多くの知識や技術などを伝えた徐福が産土神として祀られ，今も土地の人たちが大切にし

ているそうです。徐福は「仙薬が少なくて故国の都に帰ることができない」と言って，ここに住みついたと伝え

られているのです。新井崎神社を童男童女宮（とうなんかじょぐう）とも呼びますが，徐福に同行した３

０００人の童男童女にちなんだ名だと思われます。実際，ご神体は男女二体の木像であるらしいので

す。 
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京都府与謝郡伊根町新井 

 新井崎神社から北西約５㎞に浦嶋（宇良）神社があります。淳和（じゅんな）天皇の天長２年(８

２５年)に浦嶋子（うらしまこ）を筒川大明神として祀った神社です。 浦嶋子は龍宮城で有名な浦島

太郎で，各地にその伝説がありますが，この地の伝承が元になっています。 中国の神仙思想と結びつい

て日本独自の伝説となって今に伝わっていると考えられています。 

 

浦嶋（宇良）神社 

③-10徐福は熊野から富士山へ  愛知県に伝わる徐福伝説 
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